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ある。文島根にいたる斜部長 50Il1，勾配 250の，スギ， ミズメなどからなる林地斜聞と，i:よ・関長







Q出 K・P・5 (1) 
ここで，1どはtil.iE係数で， 300 ノッチでは，K口 0.4150である。 については，約 100mの臨海j1.
にある官接らめのプロットの剖抵記録を{史郎ずる。
以上のプロットは， 1982年 9月に設設された。以下の解析には， 11!~怒JUJである 1983~:: 5)3から
10月のデータを用いる。解析に用いる絡元号表-1ζ示
す。
2. 解 kJT 結果
降雨どとの総雨放と[皮綴流出躍の関係を， ~1-4 ， ~ 
-5，関山61ζ訳す。ハイドログラフからの1邸主流出の分
議開1 I~trr応用いる絡元
name le(n11g) th width of plot (m) 
A.L 7.5 5.0 
A・1ミ 7.5 5.0 
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i閣-6 plot B における降雨殺と
O 









Gl b1 。2 。2
(mm) (mm) 
3.0 0.09 16.5 0.22 (wet condition) 
3.0 0.19 16.5 0.67 (wet condition) 
3.0 0.09 (dry condition) 





















dh dO -=.;~~+-~:{…出 c・ fdt I dX 
ζζで， h: ;!J<.深， q:側当り流:段， t: 1時間， rc:有効持雨， C:単位変換係数。
溜助民IJは，
A叫ん'qT
ここで，k， P Iま雨水流定数で， Manning郎を用いて，
i 出 (j~-r片… ，p出 0.6.Js 
ここで， N: 等価税~， S:斜面勾配(日inO)。
計算の対象とするのは，プロットAωL，プロット A-Rについては， 1983&~ 7 月 17臼の総~没
46.0 mm， 11時間最大雨致強度 33.0mm/hrの降雨による出水と， 7 月 21 日の総~設 50.0 mm， 
11時間最大雨最強度29.0mm/hrの|海南によるIJ:J水の2例である。 2例とも混潤状態の有効降雨
ノfラメーターを聞いる。プロット訟については， 7月171ヨの総雨盤:61. 0 111m， 1 1時間段大強
度 29.0mm/hrの降雨によるw水を対象とする。記録の読み取り時間は，プロット A-L，プロ
ット AωEえについては10分単位，プロット Bについては変化が緩慢であるのセ30分単位とした。
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なった。 1"1ι字'結果をほiω7，1~1-8 ， 1ぎ1-9，1な1-10，
!ヌト111こ示す。
?福，'[告ら削〉によって，風化花i対校rJ-Il訟
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Resume 
Dischargc on cutting slopc~ of forcst ro札dcOllsisted of Palacozonic was invcstigated in 
Asyu Experimental Forest of Kyoto University. Thc parameters prcdicting efl巴ctivcrainfall 
were dccided by the rclation bctwccn a cumulatcd rainfall al1d a clircct l'Unoff. Thc dischargc 
was calcul札tcdby usc of a kincmatic wavc mcthod from thc cffcctivc rain仏1. Dischargc ratio 
was 19-67%以 COl山・01plot， 9-22%以 vcgctationnct tr日以mcntplot， 1.4% at forcst巴dslop巴
plot. Estimatcd cquivalcnt roughncss paramctcr N was 1.0 at巴achplot. Thc cffcct of thc 
discharge 011 the crosIon of forcst road surface was discussed by thcse rcsults. 
